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其
裕
#

は
之
を
他
0:
'

に
讓
.る
乙
と
.、
：し
允
6

。
右
報
告 

の
■

鏡
者
お
る
商
務
院
宫
吏
サ-
、
工
ツ
チ
、シ
ク
尤

y,
..

X
、

ス
ミ
ス
奴
序*,
に
於
て
各
國
殊
に
驟
洲
諸
國
の
法 

制
を
_
抵

し

杧

る一
節
を
引
妙
し
て、
以

<
.
結
論
に
充 

つ
对
じ
o 

m

く 

•

.

尜
報
凿
に
紹
介
せ
る
諸
外
國
の
內"

立
法
を
以v

公 

-

a

事
業
の
從
事
者
を
し
て
特
に
词
盟
罷
業
を
行

s

し

. 

め
^

る
S

の
I

箇
國
あ
是
等
九
箇
國
の
規
«
ば 

.

其
縱
蘭
の
廣
狭
、
0
0
の
0
0
1C

於
<■
:
互

本

異

な

る
 

名
0'
お
ろ
と
羅
名
公
益
事
業
に
從
事
す
る
勞
働
者
&

'
 

同
盟
催
業
を
行
か
權
利
に
關
し<

、

1

般
の
勞
働
*

 

i

»

步
に
相
違
す
る
名
の
あ
る
の
一
事
を
以

V
、

共 

通
0 :

點
と
し
、.
公
益
事
業
の
勞
働
者
に
對
し
<
は
或 

.

は
此
權
利
を
褫
奪
し
、
或
は
之
を
制
限
す
。
卽
ち
九 

.

«

| 1

中
、
露
西
亜
、
羅
馬
尼
、#

§

、
白
»

義
、
伊 

.

太
利
欧
絕
對
に
此
權
利
を
褫
奪
し
、
殊
に
露
西
亜
、

羅
1

?
尼
は
全
懺
の
公
益
業«

に
»

し
<
此
規
定
を
及 

ぼ
し
、
白
其
義
は
鐡
遨
郵
便
ヽ
電
信
、
麗
話
事'*
に

限
ヶ
、.
練
太
.利
i

私
鐵
逍
に
f

、'
，和

蘭

は

養
 

鐵
道
に
限
.る

.

の
區
別
ぁ
令
。
：
又

羅

牙

、
葡
萄
牙"
. 

土
®

古
のU

1

國
呔
纖V

:

の
公
益
#
業
に
適
用
せ
ら
备 

可
き
法
律
を
制
定
し
或
る
條
件
の
具
備
ず
る
に
非
3'
' 

作
ば
、
豫
め
謀
れ
る
業
務
の
休
业
を
以
<
違
法
と
す 

而
し
-c

西
班
牙
に
於
.て
は
、
丨
同
盟
罷
業
文
組
同
鼴
解 

霞
の
行
は
る
、
日
よ
：み
、
事
業
の

'
i
t
c
u

侬
6

、
八
:0
_ 

.巧
至
五
日
以
前
に
、#

原
因
幷u

寧

實

を

宮

_

に

屑 

'
出
づ
.る
を
以
<

、
其
條
件
i

:D

、.
饊
萄
牙
は
届
坩
の 

期
限
を
八
印
技
至
十
ニ
日
と
し
、
官S

、
公
si

'、
官 

臌
よ
6

跄
微
5:
:

受
く
る
者
^
同
盤
褪
業
を
爲
す
と
食 

-
汰
職
を
免
せ
ら
るV

の
規
定
を
設
け
杧6

。

日
本
經
濟
史
料‘

町
時
代

:

松
本
彥
.次
郞

日
本
經
濟
史
料
は
^
き
に
闶
阳
傅
士
に
ょ
つ
て
國
民 

經
濟
雜
諸
々
上
に
廣
く
上
代
ょ6

近
世
に
至
る
迄
紹
介’ 

せ
ら
れ̂

る̂

P

の
あ

6

と
雖
名
调
士
は
此
贩
が
總6

^

る
史
料
と
經
濟
史
に
つ
い<
碑
究
S

れ
把
る
著
書
と
論 

文
と
を
主
と
し
。
史
料U.

つS

て
名
直
接
に
經
濟
史
に
，
 

關
係
わ
る
根
本
史
料
を
該
傅
な
る
#
士
の
解
說
を
以
て 

連
載
し
我
學
界
を
益
し̂

る
？
*

多
し
。
之
れ
に
對
し 

V

蛇
足
を
加
ふ
る
の
必
要
を
見̂

。
余
ft

異
な
る
方
面 

ょ
6

史
料
を
紹
介
せ
ん
と
す
る
名.の
.
«
/り
°

我

國

の

學 

界
は
分
科
の
弊
に
蹈6
<

餘
6

に
専
門
に
傾
き
祀
る«
 

な
き
に
あ
ら
卞
。
尊
門
家
の
經
濟
史
商
業
史
な
ど

U

引
' 

用
せ

る
®

科
を
見
る
に
槪
ね
著
書
の.名
稱
ょ
6

推
しV

 

如
何
に
名
經
濟
史■
«

ど
記
し
<
あ
る
ら
し
く
見
ゆ
る
劣

0-
-
'
に
力
を
注
ぐ
傾
き
あ6

。
咕
古
代
の
如
く
比
較
的
材 

料
の
少
な
き
部
分t

對
し
セ
の
み
は
割
合
に
關
係
な
孝 

ン

如
く
a

ゆ
る
諸
書
4

^

名
參
考
せ
6

。
明
治
唯
一
の
國 

.
史
家
士
の
研
究
は
不
思
議
に
名
經
濟
史
家
を
益 

す
る
事
多
く
爲u

鎌
倉
滕
代
以
前
に
對
し
て
は
比
較
的 

詳
細
な
ら
と
雖
名
室
町
滕
代
以
後
に
な
れ
ば
之
を
古
代
. 

i

比
す
る
滕
は
其
史
料
の
如
き
は
十
分
の
一
名
引
用
せ
. 

ら
れ
中
.。
徒
ら
に
經
濟
史
家
の
空
想
を
以
て
之
を
論
せ 

\

る
名
の
多
し
。
殊
に'西
：洋
經
濟
史
1C

詳
»
し
き
尊
者
は 

一
日
本
と
外
國
と
殆
同
一
の
事
愦
の
下
に
同
一
に
隄
展
せ
.
.

\

る
名
の
と
盲
信
す
る
如
く
思«

る
、
節
な
き
に
あ
ら̂
 

元
よ
6

經
濟
史
實
の
驚
開
展
は
內
的
に
€
&
に
東
西 

1

致
す
•ぺ
き
事
疑
な
し
と
雖
名
開
展
の
順
序
を
餘
ろ
に
,:
■ 

.

機
械
的u

我
國
に
あv

は
め
ん
と
し
思̂.
ず
.著

.者

の

想 

一
t

't

以
<

1

ニ
の
例
を
以
:c

之
を
早
_

す
る
事
あ
4

。

例
令
ば
我
國
に
於V

通
貨
は
一
般
に
用
ね
ら
る
滕
代
を 

•

.推
量
す
る
名
頗
る
困'難
な
る
問
題
な
ろ
。
鎌
倉
滕
代
韌 

湖
に
於
<

商
品
貨
»

1

:
量
貨
幣
通
貨
並
ぴ
行
呔
れ'1
,
拇



'
期
±.
6

其
末
期
に
漸
く
通
货
於
，
1

般
匕
用
ゐ
ら
る
、
に 

;

至
る
と
推
a

し
得
ら
る
、
名
比
較
的
疋
確
に
之
れ
釭
判
一 

斷
せ
ん
に
は
’傲a
見
の
文
書
を
集
め.之
を
統
tl

-
的
に
論
せ 

含
る
：ベ
か
ら
ず
。
中

il
l
：
以
後U

對
レV

は
我
經
濟
史
家 

f r

之
の
點
(C

對
し
て
餘
6

に
樂
觀
的
な
6

、
こ
れ
根
本 

'史
料
に
依
る
の
脒
間
な
き
と
其
史
料
を
見
る
の
便
觉
に

. 

乏
レ
き
敌
な
6

。
國
民
經
濟
雜
諶
々
上
の
佐
野
博
’士
の 

K

引
所
論
の
如
き
精
細
な
る
點
に
於
て
大
に
尊
重
す
ベ 

き
令
の
あ
れ
ど
％
斷
面
的
に
地
方
地
方
相
瓦
の
關
係
と 

«•
赌
代
の
.一

.般
に
つ
い
て
ぬ
將
來
博
士
よ6

聞
く
、ベ
•き 

.
所
多
し
と
信
ず
。
余
财
室
虾
婶
代
を
選
び
杧
る
は
此
較 

的
此
滕
代
の
史
料
の
發
表
せ
ら
る
、
各
の
少
き

S
敌
な 

6

°

室
町
赌
代
な
ど
政
治
中>2

點
を
標
準
と
し
て
杧v 

把
る
年
代
區
別
の
如
き
«
式
の
外
的
分
け
方
に

し
<

_

 

濟
if
e

に
は
何
等
の
意
義
あ
るS

の
に
あ
ら
ず
。
余
は
唯1
 

足
利
勃
興
#

代
よ
6

沒
落
に
茧
る
ま'で
と
單
に
«
年
體
へ; 

に
記
す
る
名
の
に
し
て
肉
的
年
代
の
區
別
に
ぉ
ち
卞
。 

所
謂
安
土
祧
山
塒
代
ま
で
名
及
べ
.る
名
の
あ
る
は
脒
代

分
け
に
重
き.
を
か

於
卞
。.
唯
年
代
の
順
丈
を
示
す
^
脅

.

‘

史
料
紹
介
の
意
味0

多
#

他
と
異
な
る
點
は
比
較
的
：
 

活
翰
在
る1

般
史
實
を
訊
载
：し̂

る
記
錄
中
よ
6

經
濟 

.

史
に
直
接
緣
あ
る
部
分
の
み
を
叙
述
：せ
ん
と
試
み
忆
ム
.. 

何
と
な
れ
ば
我
國
现
代
の
事
情
は
經
濟
史
家
を
し
て
直 

撥
經
濟
に
■

係
な
き
記
錄
中
よ6

經
濟
事
®

の
み
を
拔 

萃
す
る
に
多
大
の
勞
と
犠
牲
と
を
拂
う

V

其
#
る
所
偉 

少
な
る
沙
金
を
拾
ふ̂

如
き
威
あ
み
を
以
て
な6

。
余
. 

«

1

般
歷
史
の
立
場
上6

可
成
根
本
史
料
を
廣
く
讀
む.- 

際
に
魏
？術
宗
敎
政
治
經»

に
關
しV

拔|

卒
し
あ
る
名
の 

、
中
よ
6

紹
介
せ
ん
と
す
る
名
の
な
'
^
。
隨
つ
て
數
多 

く
廣
く
諸
書
を
紹
介
す
：る
よr
9
名
多
少
精
讀
し
お
る
諸 

書
を
比
較
：

§

詳
細
.
に
紹
t

せ
ん
と
す
る
3

の
匁
6

。
軍 

、
談
小
說
な
ど
經
濟
に
緣
遠
き
名
の
ま
で
名
あ
げ
把
る
は 

:

之
、

a

爲
め
な
6V
.

。
數
に
於
て
多
き
を
欲
さ
次6

し
所
以 

.

^

6

0
其
順
の
鉗
き
名
性
質
上
之
を
嚴
格
に
排
列
す
る 

*

要
を
見
*
。
^

め
重
要
な
る
部
分
は
な
る
ベ
く
原
文
そ

印 -

i

、
に
之
を
引
用
し
、
.

多
少
の
解
說
に
とt

め
之
好
應 

.

用
の
如
き
は
經
濟
史
家

u

待
つ
の
み0

康
富
記 

’ 

一
 

公
卿
の
日
記
に
し%

其
記
事
％
茈
確
な6

。
應

永

八

年|

 

(

西
曆
千
四
苗
〇

一

-

年

)

ょ
6

S

德
ご
一
年
に
¥

る五
'"r

 

”1

 

の
記
錄
f

。
.
記
者
は
公
卿
f

&

故
に
其
見
聞
の
如j 

.き
名
案
外
に
狹
き
に
あ
ら
卞
や
と
の
感
あ
れ
ど
名
其
實
一 

は
然
ら
$
>
鎌
倉
塒
代
以
來
經
濟
上
に
名
武
家
の
壓
迫 

蒙

O

把
る
結
果
所
si

公
卿
心
理
名一

變
し
<

彼

等

と\ 

雖
名
*

際
生
沽
を
無
視
す
る
靡
は
次
る

u

至
4

.

0
。
、
隨 

<

彼
等
の
日
記
に
經
鑛
に
關
す
る
記
事
の
多
く
あ
る
令

\ 

里
し
o

に
足
ら̂

。n
r

記

懺
(/
)
.
一
一

 

千
頁
以
上
の
大
冊
な
一 

れ
ば
極
め
て
傭
單
に
要-所
の
幾
分
を
^
さ
ん 

一
 

應
永
八
年
五
月
義
滿
が
明
國
に
贈6

し
手
紙
ぁ
6

。 

其
方
物
を
試
み
に
示
せ
ば 

金
千
雨
。
馬
十®

。
.鎧
.
一
領
。
简
九1

兩
。
»
十
腰
。

7J

-
一
 

柄
。
馬
百
本
。it
機
千
W

。
]#

風
三
双
。ff
i

箱 

16
7

一#

。
夂
$

一®!
V

雜 

錄

之

を

當

榴(

#.

少
遝
れ
杧
れ
ど
。
大
*

院

日

記
.0

錄 

の
部
參
照)
—

0

輸
出
品U

 

#

じ
硫
贵
銅
な
ど
の
原
料
品 

を
除
き
劍»

漆
器
な
ど
我
エ
藝
品
魟
見
る
べ
し

？

. 

嘉
吉
三
年
五
月
ー
ー
日
の
«
諸

藥

賽

に

受

る

記

事

あ
6

。
.
日

用

品

.
！̂

つ

い

て

は

座

商

な

ど

縣

府

の

許

可

を 

得
て
な
し̂

ふ
如
ぎ
名
藥
«

に
關
し
<
は
施
藥
寮
は
之 

を
計
る
特
權
を
此
域*

や
維
持
.せ
し
ft

一
 

の
例
外
i

云 

ふ
べ
き
/;
>

o 
•此
事
に
つ
い
て
の
祛
令
は
三
年
四
月
廿
九 

日
附
と
し
て
載
せ
て.あ
6

。
此
事
に
關
し
て
盡
カ
せ
し. 

著
者
の
自
宅
に
藥
種
商
於
禮
に
來6
1t
-

6
と
記
せ
^

s
o 

®
德
元
年
八
月
甘
五
日
の
條
に 

近
日
琉
球
II

商
人
京
着
、
冷
進
上
藥
種
幷
料
足

〖

千
丨

貫
文
云̂

-

寶
德
三
年
八
月
十
三
田

(

千
四
百
五
十T

年》

 

或
語
云
琉
球
島«

商
人
去
月
末
着
兵
庫
娥
之
處
。
守■ 

SI

細
川
京
兆
早
遣
人
彼
商
物
選
取
。
未
渡
料
足
之
問 

先
々
年
々
料
足
未
進
物
及
四
五
千
貰
無
返
辨
°
又

寅

' 

物
抑
留
爲
島
山
難
堪
之
由
中
之
間
。
自
公
方
被

^

遮
.

'

.

I

 

六
七
一



舉
行
三
人_

|

謹

f

明
之
處°

彼
押
取 

物
自
京
兆
未
被
返
。
依
之
奉
行
未
上
洛
云
々
。
京
兆 

者
：
lR'
J

i

r

領
也
。
希
代
之
所
行
哉
如
何
云
々

。

.

.

こ
れ
守

i

カ
範
簡
.の
獷
張
に
し
て
入
港
稅
な
ど
は 

朝
廷
或
は
慕
府.

の
將
許
を
得
し
寺
院
の
收
入
な6

し
滕 

代
な̂

>

o

細
川
氏
は
守
議f c

石
故
を
以
て
琉
球
*

の
名 

把
ら
し
忙
る
貨
物
を
撰
出
し
^
る
我
儘
の
ふ
る
ま
ひ
を 

著
者
の
憤

6

t c

る
劣
の
に
しV

入
港
f t

の̂

き
？
守

®

 

.

の’
不
1£
の

干

渉

に

よ

て

年

：々

不
足
を
告
ぐ
と
不
平
を 

述
：ベ
^
る
奴
如
し
。
諸
大
名
と
關
稅
の
關
係
漸
ぐ
親
密 

に
5

-

^

0

大
洛
の
漸
く
獨
立
せ
ん
と
す
る.

過
渡
期
*
よ 

く
表

«

せ
る
？

の.

«

ク

。

猶

九

月

ー

一

日

の

條

1 C 

後
聞
是
日
春
日
社
御
神
木
有
御
動
坐
干
移
殿
云
々
，。 

.是
南
都
領
攝
州
河
關
以
て
飾
訟
事
依
御
裁
許
遲
々
可 

有
入
洛
之
由
兼
日
所
聞
也
。

乙
れ
前
述
の
兵
庫
河
關
港
税
，等
ば
春
日
社
の
收
.入
祀 

ふ
し
を
細
川
茈
»
之
克
榄
領
せ
る
を
以
<
春
日
社
僧
兵 

の
御
輿
を
振
‘6

し
の
な
る
ベ
く
。

1

一
條
^

主

家

記

寬
正
.四
铝
十
二
月
廿
ニ
 

0

の
：條
に
劣
兵
庫
關
所

U

 

<

港

稅
■ 

:

に

關

し

撇

鐘1
3
0
,不
带
を
訴
へ
：
<

御
輿
釔
振6

し
土 

.
同
乜
く
社
寺
な
ど
此
等
關
說
の
減
少
を
憂
へ

V

の
：運
働 

6

0
:0

細
川
氏
横
領
事
件
は
南
都
社
告
と
の
交
涉
と
な 

I
.

.
な
6

武
家
よ
6

朝
庭
に
奏
聞
し<

输
旨
を
下
ず
事
と
な
：
 

6

。
，武
家
よ6

兵
庫
河
關
は
永
代̂
日
社
領
な6

と
の
，
 

御
敎
書
を
幕
府
よ6

下
し
<

漸

く
1

旦
落
着
怒
，甘
る
如 

し
6 

: 

,
 

,
 

當
椴
運
上
則
も
他
國
を
荷
物
通
過
の
揚
合
に
其
國
に 

於v

之
を
押
取
：な
ど
し
諸
大
名
其
國
に
よ

6

y

.其

收

入
 

:

を
壻
す
を
計.
6
,
?
:河
^-

の
守
議
と
奈
良
の
寺
院
と
の
'開 

に
他
國
荷
物
の
其
領
通
過
以
S

A

P

f

e互
に
§

を

與
- 

へ':
0
:河
內
守
議
と
南
都.の
寺
|(
:

^

の
術
突
と
な
ヶ
。
11

ぬ 

\

其
荷
物
の
：押®
^

始
办
<

爭
ふ
-̂

と
の
.奇
觀
す
ら
生
せ. 

| 

九
月
一

一

日
：の

條

參

照

)
本
誌
^

に
室!if
f

滕
代
經
濟
史
實
の1

端u

述
べ
し 

京
都
市
中
の
酒
屋
に
關
ず
る
記
事
：の
金
文
を
あ
ぐ
:.
°

文

安

寒

四

片

十

三

日' 

.

,

.

.

100

A

來
西
京
f t

人
ト
與
洛
陽
酒
屋
就
酒
麴1

事
近
年 

連
々
及
新
陳
。
自
去
年
春
住
民
等
作
酒
麴
之
間
。
東 

•

京
酒
惺
土

_

及
訴
訟
。
：剩
令
引
級
山
門
等
訴
訟
之
由 

有
其
聞
。̂

^

事
叉
可
被
付
東
京
献
之- *

有
風
聞
。 

依
之
西
京
住
人
號
千
日
籠
令
閉
籠
北
野
社
中
。
然
間 

@

管
領
偶

€

今
朝
欲
召
補

"

被
I

人
之
間
西
京 

餘
黨
亂
入
西
僧
坊
。
付
火
燒
神
社
中
仍
及
合
戰
侍
所 

佐
々
木
京
極

-

多
被
紙
。
又
矢
庭
討
死
。
西
京
住
民 

自
燒
之
問
西
京
悉_

0

成
荒
野
云
.々 

商
人
は
其
酒
造
特
許
を
犯
作
把6

と
て
敎
山
の
僧
兵 

の
力
を
於
ろ

<

腕
カ

.

に
訴〈

把
る
商
人
問
の
戰
爭
は
頗 

る
興

'

味
を
起
す
名
の
に
あ
ら
^

や 

徳
政
に
關
し
て
は(

大
乘
院
日
記
目
錄
參
照)

享
德
ニ
年
十
二
月
十
八
日

後
間
德
政
大
法
壁
書
的
去
月
廿
九
日
條
目

一
一
一ヶ
fi
m

 

吹
之
。.
今
日
辟4
1

書
被
押
之
云
々
。

.
：

同
三
年
十
月
廿
二
日
へ

今
日
聞
、
今
月
十
四
日
云
々
奈&

邊
.土
1
S:

令
峰
*

稱
徳
政
亂
入
處
之_

。
s

s

%

«

i

i

i

.

 

小
家
之
處
折
節
惡
厕
起
縫
火
吹#

元
興
寺
金
堂
熾
失
，
 

了
下
略
。

其
#

明

と

貿

易

或

は

當

滕

貸

付

金

の

利

子

の

»]
^

。 

叉
は
京
都
市̂

敷
地
の
贷
賃
な
ど
の
記
事
其
他
猶
屋r
' 

關
しy

名
魚
屋
f

fa
!£
fc

'
'
.
旅

客

を

宿

せ

し

多

容

漸
 

く
後
世
.の
旅
籠
屋
と
な
る
ベ•
き
•
過

渡

期

と

見

ら

る

、
記

. 

事
の
如
き
甚
多
く
しy

吾
人
の
.注
目
を
5[

き
起
す
名
0

ゆ
 

^

大
乘
院
H

記
目
錄
;

0

記
類
を
拔
萃
し
年
代
順
に
列
記
せる
名
の
に
し

V
.

 

中
u

tt

多
少
他
の
諸
書
を
％
參
考
.し
記
入
'せ
る
あ
と
な 

き
に
あ
ら
ず
。
酿
久
四
每
則
平
安
朝
末
期
ょ
6

筆
を
起 

辻
ど
多
此
書
の
興
の
儐
値
は
著
者
尋
尊
の
興
福#

の
別 

當
と
な
れ
る
康
也1j

年

(

千
四
百
五
十
六.年)

.

の
' 

.
記

事

は

一

等

史

料1 C
.

難
*
べ
き
名
の
に
し
.て
經
濟
に
諷 

陈
あ
'る
記
事
S

少
な
か
ら
^
。
室
町
赌
代
の
外
顾
贸
易 

に
關
し
正
確
な
る
我
輸
沘
品
の
數
量
を
記
せ
る
裒
ど
東 

' 

- 

1

六
九
.

m



雜
.

_ 

錄

洋
流
0

^

^

な
る
支
®

*

の
慼
ĵ

«
を
ぅ
tt
fc

る
我
*

, 

家
の
银
々
見
過
す
所
な
れ
ど
名
經
濟
史
尊
攻
の
士
は
最 

名
必
要
の
事
な6
 

享
德
ニ
年
癸
酉(
千

四

百

五

十

三

年

)

三

月

_

日

渡

唐 

船
+.
-

艘
出
日
本
、
長
谷
寺
天
龍#

等
^

請

云
//
、

同

十 

月

一

艘
&.

、
合
九
艇
也
。

十
二
月
甘
七
日
 

,

.

’

一
十
艘
に
積
色
々
、
西
忍
入
道
註
分
、
後
日
記 

之
。

.

油
1

硫
黄
の
こ
と

)

三
十
丸
萬
七
千
五
百
斤
加
進
物

.1

へ
此
內
ニ
萬a
千
斤
則
ノ 

•

ー
潢IE
rl
r

請
帝
王
給
之
了
 

)

.

銅
十
五
萬
四
千
五
百
斤
、
蠻
黃
十
萬
六
千
斤

.

V

太
刀
九
千
五
西
振
加
進
物
丧
刀
五
ナ
ー
搌
リ
ヤ
”
五

十

I 

1

■

屠
千
ニ
百
五
十
本
滕
總
物
大
小
六
百
卅
四
色 

.

1

號
*

四
萬
三
千
八¥

か
ヵ
ネ
三
萬
四
千
ニ
百
斤
' 

•

ニ
號
船
七
萬
七
百
斤
ヵ
ネ
四
千
ニ

'0

斤

.

三
號
艄
ニ
萬
七
千
百
斤
カ
ネ

一

萬
四
千
四
百
斤

.1

七
〇

四
*

^

三

萬

四

モ

四

苷

斤

.
"
|
ニ

萬

千

ニ

百

斤

.

.

.
五

號

艄

 

_

請

.

六
號
艄
*
萬
ニ
百
斤
ヵ
ネ
一
萬
五
千
四
百
斤 

:

七
號
撇
五
嚴
三
千
ニ
百
斤
ヵ
ネ
ー
萬
入
千
四
百
斤
，
 

八
號
艄
四
萬
四
千
ニ
ー
白
斤
ヵ
ネ
三
萬
ニ
千
斤

.

.

九
號
艄
ニ
萬
三
千
百
斤
-

ヵ
ネ
：

十
號
*

1

萬
一
千
斤
.ヵネ一萬三千斤
 

此
塒
代
の
外
國
質
易
'*

化
夭
葡
搬
と.て

天

_

券

の

み
 

一
の
特
權
の
如
く
解
せ
ら
ふ

N

a

天
龍̂

は
代
表
者
と?
 

>T
>

意
に
し
て
長
谷
寺
多
武
峰

(

談
U

刺
社
此W

代
の
雞 

立
さ
れ
杧70
'

十
三
重
め
塔
今
日
猶
嚴
然
と
殘
れ

6

)

.

等 

名
關
係
せ
る
事
明
な
ヶ
。
殊
に
大
两
氏
は
大
洛
と
し

，
<

\ 

3

^

带
ょ̂

5:

那
質
易
の#

權
|:
::

-

5

け

第
:-
£

號

*
の
如 

き
其
輸
出
.の
數
坦
里
を
示
る
な
ど
祉
券
の
得
把
る
特 

i

權
と
其
間
に
多
少
の
懸
隔
あ
る
如
し

E

ic
h

書
の
特
色
は
當
婶
有
名
な
る
德
政

1

揆
或
は 

土

1

揆
に
關
し
て
の
記
事
免
少
な
於
ら
岁
、
此

一.

揆
名 

戰
爭
記
な
ど' 
の
如
く
武
士
と
百
姓
の
戰
麥
な
ど
吞
氣
な

見
方
を
せ
ず
仔
細
に
之
を
a

察
す
る
賭
は
重
大
な
る
意 

味
を
有
す
る
名
の
な
6

。
我
從
來
の
歷
史
は
延
Kl
i

僧 

‘

侣
と
大
名
の
歷
史
に
し
て
：
ー
般
國
民
の
歷
史
に
對
し

<
 

ノ
 

ば
史
家
之
を
輕
視
ず
る
惡
醉
は
今
に
之
を
や
め
*
。
經 

濟
學
者
す
ら
之
れ
に
鈎
ヶ
込
ま
る
、
名
の
な
き
に
あ
ら 

卞
。
土 

一
^
は
一
穂
の
ft

會
運
動
な6

。
此
種
の
以
後
一 

の
運
®

は
江
芦
慕
府
の
壓
制
に
よ
，

9

て

其

萠

芽

す

ら

名

| 

ぎ
と
.

ら
れ
fc

る
結
果S

う
し
か
我
國
民
の
頭
腦
に
浮
ば 

ぎ
る
に
至
れ
6

。
德
政
な
る
惡
政
治
に
»
す
る
研
究
の 

發
表
は
«

き
に
あ
ら̂

と
!1
1

名
之
'

を
施
政
上
上6

の

み

j 

論
匕
て
百
姓
傍
よ
ろ
則
ち
國
民
の
生
活
を
度
外
視
し
て 

論

ず

：る

傾

あ

6

。

ー’
揆
の
中
に
は
無
昝
な
る
暴
民
の
連 

.̂
^

>

お
6

て
社
會
秩
序
の
上
よ
6

之
を
•

許
す
ベ
か
ら
§'
'

\ 

る
名
の
あ
る
は
勿
論
な
6

。'
試
み
-に1I
*

T-
I
J
行
會
の
名
 

の
よ
6

之
を
拔
^

れ
ば 

正
長
元
年c

千
四
百
二
十
八
年

)

九
月
0

日

一

天

下

土

民

蜂

起

、
號
德
政
合
、
破
却 

17
1

酒
屋
土
倉
寺
院
等、
.雜
物
恣«

之
、
借
錢
悉
破
之
、

.

雜 

錄
'

宫
領
成
敗-
^

.

凡
£

國
之
甚
不
可
過
之
、
日
本
開
白 

以
來
、
土
足
蜂
起
是
勒
也
。

 

■

裏

三

年

九
爿
□

日
'

土
民
近0

蜂
起
、
在
々
所
々
放
火
、
、
珍 

事
旨
.

.

康
IH

ニ
年 

： 

六
S

日
就
御
用
錢
事
、
，上
使
宇
治
大
路
下
糞 

.

下
向
"
六
方
蜂
起
追
上
之
畢 

七
月
六
日-.
六
方
臏_

出
來
、
國
中
衆
少
々
上
^

^

 

用

錢

事

依

賴

也

.
：

徳
政
は
蒜
府
の
偾
務
を
無
效
と
す
る
無
法
の
令
な
れ 

ど7
5
P

此
令
は
却
て
下
厝
民
の
喜
ぶ
所
と
な6
0
 
.德
政
二 , 

揆

と

稱

し

.て

下

屠

民

の

«

#

於
慕
府
の
令
に
挑
發
せら
 

4

 y

中
流
社
會
の
國
與
は
最
名
苦
し
み
^
る
將
種
の
現 

象
に
し
て
經
濟
史
家
の
.

一

考
を
痕
は
し
杧
き
大
問
題
な 

6

0

其
他
享
德
三
年+.
月
十
三
ョ
明
ょ6

歸
航
じ
杧
.る 

我
船
舶
於
宣
德
錢
な.
る
正
貨
を
輸
入
せ
る
な
ど
の
記
事 

g

ぁ
6

。
寬
0£

七
.年
-/
\

月
四
0

則
應
仁
大
亂
0
.
前
年
0

■

1

七1

禅



m

記
事
に

f

政
長
、
山
名
、.
細
川
、
斯
波
Y

京
極
六
角
、

. 

'以
卞
大
翁
.、
分
國
車
»

召
上
、
京
中
珍
事、

•
 

と
あ
み
。
大
洛
の一
國
支
配
關
係
は
經
濟
史
上
最
？
重j 

要
の
點
に
し
て
莊1!
:

な
る
散
在
せ
る
土
地
所
有
關
係
》

鎌
倉
賭
代
の
守
簾
設
置
ょ6

漸
々
■變
遷
し
來
6

S

つ
し 

4

逢
と
ま
-
o
t:

る
L

W

或
は
數
國
を
支ft
す

る

眞

の

意i 

味
の
'大
名
を
生
1̂
0

爲
め
に
她
方
の
薇
達
を
促
し
杧
る 

«:

ど

從

來

の

研

究

於

封

建

，と

/7
>

知

行
.̂
:

ど

の

槪

念

の

下| 

に
む
免
於
し
あ
る
に
對
し
て
大
な
る
暗
示
を
與
ふ
る
名

j

續
«
行
雜
錄

李
设
春
日
若
宫
社
司
の
家
に
つ
き
<

採

集

せ

る

記

錄\ 

に
し
<

日
記
を
拔
萃
抄
略
せ
る
を
集
め
杧
る
名
の
な

6

.
 j 

戰
爭
0'

み
を
主
と
し
杧
る
は
甚
遺
憾
な
6

。
年

代

は

室\ 

町
末
期
の
名
の
多
し
斷
片
な
が
ら
散
見
せ
る
ニ
三
を
揭 

げ
ん

I
I

條
寺
主
家
記
拔
萃
の
中

. 

5

1

寬
ー
止
四
年
十
ニ
月
甘
ニ
日
、
»

飾
之
事
御
動
座
、
兵 

庫
關
所
落*

事
也
？ 

.

五
年
四̂
'

十
一
一
一
日
、

‘
御
歸
座
。
寺
飯
五
箇
條
M

無
爲
、

.1

乘

院

領

宇

智

郡

獲

、
爾S

*

院
f

田

喪
"

田
那
部
戌
越
前
大
乘
院
溉
藤
澤
鄉
、

|

停
此

#ヽ
 

五
箇
條
。

兵
康
落
*

障
!1
:

と
踩
關
桃
.を
避
«
ん
舻
爲
め
の
艄
の 

逃
2

し
杧
ム
指
し
杧
る
に
似
杧
ろ
。
渡
河
桃
入
港
稅
關 

所
税
な
ど
.

#
院
の
收
入
と
な
れ
る
當g

の
事
な
れ
ば
此 

等
の
史
料
と
し
て
确
究
に
値
す
。.
.

天

文

元

年

六

月

十

五

日

、
.河
州
土
一

 

撲
蜂
起
。

七
月
十
日
曉
、
奈m

5

1

>

 ホ
略
一
揆
一
越
智 

高
取
城
爲
攻
、
七
月
卵
m

被
懸
了
、
八

日u

寄
§

 

了

、
：
奈
良
衆
皆
皆
以
吉
野
へ
落
云
々
、
八
月
卄
ニ
日 

中
出
籠
.シ
、
吐
田'】

r

ァ
越
键#

衆
ト
合
_

、

1

揆
數 

苗
人
被
打
了
、
頸
共
南
都
へ
上
セ
ラ
レ
被
梟
也
、
從 

越
智
被
上
頸
十
ー
、
奥
村
玄
-#

、
中
市
雁
金
屋
、

ス 

ガ
、ノラ
、
願
了
、
キ

サ、
ギ
叉
七
、
與3£
郞
入
道
圓.

17S

覺
ー
父
子"

室
院
の
新
九
郞
、
油
ゥ
ゾ
與
七
、
タ
：ヵ
マ 

ノ
賢
丞
其
外
八
百St
、
叉
此
比
.江
州1

1

モ
土 
二
揆
多

.

死

雪

。
 

V

'

前
記
の
.德
政
一
撲
ょ
6
11
1
に
庶
民
の 

一■

の
申

#々

力
あ
る
な
ど
戰!i
碑

代

の

將

息

：を

あ

ら

«

せ
6

。
前
記

人
名
'中
に
中
市
雁
金
屋
、
油
ゥy
與
七
な
ど1

方
大
名

或
は
寺
院
な
，ど
ょ6

特
許
を
得
、

一
定
の
場
所
を
限
ら

る
®

商
に
對
し
<
場
所
を
制
限
せ
ら
れ
次
ふ
商
人

或
は
f

商
な
ど
、

S

此
一
揆
に
關
係
せ
る
な
之
頗
る
興
味

を
針
く
名
の
な
き
に
あ
ら
ず
。

0 

@
-d 

雄
魔
%

'

奥
書i

i

將
軍
翁
政
i

稱
す
る
名
の
あ
る
名
信
匕
難
し 

.

^

^
は

70
祿
年
間
に
管
領
佐
々
木̂

鄉
の
自
筆
本
ぁ

6 

し
と
云
へ
ば
强
ち
極
めV

後
世
の
M

#

に
名

あ
ち
^
る 

ベ
し
。

a

II
i
rte

代
の
文
寧
の
一
面
は
此
峙
代
を
諷
刺
す•
 

.
ふ
名
の
多
く
鳥®

合
戰
な
ど
擬
人̂

を
用
ゐ
<

r

眞
r
 

目
な
る
政
事
を
痛
罵
す
る
名
の
少
な.か
ら
岁
o
-
此
書
亦 

神

遨

'の
道
學
的
迂
遠
を.
_
弄
し
、
黃
金
黹
能
諭
を 

0 

錄

.

主
張
す
.る
所
に
大
な
る
興
味
あ-
り
。
史
料
と
云
ふ
は0
 

記
文
書
な
ど
古
典
的
方
面
に
め
み
重
き
を
か
く
蘅
究
を 

メ
.

補
a

裏
面
ょ
6

當
肪
の
社
會
を
窺
ふ
を
得
べ
し
。

最
初
に
八
宗
兼
學
の
僧
侣
と
儒
者
の
眞
面
目
く
さ
つ 

杧
問
答
に
萩
原
中
將
と
道
無
齋
と
<
世
を
世
と
名
思
は 

&

通
人
^

加
へv

四
人
の
物
語
と
し
、
僧
侶
と
儒
者

Q
.

 

j

理
窟
は
尤
名
ら
し
け
れ
ど
そ
要
す
ふ
に
空
理
に
す
ぎ

^
 

|

此
四
人
_

琶

湖

畔

に

爿

を

實

し

詩

を

吟

^

«

を

ょ

み 

一
な
ど
.風
流
^

つ
て
&

る
に
無
風
流
の
道
無
齋
は
'
.
.

u

横
パ 

j

の
月
を
見
や
ん'输

し
-̂
金
於
な
く y

は
さ
ら
に
知4

し 

.一
く
そ
面
白̂P.

あ
る
ま
し*•
か
世
の
中
は
黄
金
にy
t

そ 

天
名
地
名
具
は6

侍
る
也
萬
物
み
な̂
^

こ
.

な

す
 

.

.
所
に
し
て
人
間
第

1

の

急

務

に

て

侍

る

也

‘

』

黃

金

萬

能 

主
義
を
*
.
.ベ
E

に
*

例
を
，a

き
、
神
遒
の
奥
義
名
白
銀 

一

十
枚
の
御
舊
を
以<
其
傅
受
を
得
杧
る
人
名
あ
6

、
ま 

杧
一.
人
の
薮
醫
者
は
其
藥
箱
を
金
に
て
飾

6

甶
銀
0

.匕 

行
と
を
ひ
ら
め
か
し

<

^

1

1の
擧
作
を
得
杧6

。
或
は
. 

儒

奢

U
.

賄
賂
を
な
し
て
學
者
と
な6

す
咬
-1

.
%
石
あ

.

1

七
三



i
 

.褒
金
持
宵
姓
の
子
に
しV

系
圖
を
膦
ひ
て
侍
と. 

叹
る
等
多
く
の
例
を
あ
げ
て±

を
證
期
す
石
なAj

此
滕 

代
の
半
面
を
巧
み
に
描
げ
る
％
の
な6

。

當
赌
つ
*

1

¥
ー̂
年
'©
»

千
四
|白
八
+

,
六
年)

京
都
に 

於
け
る
.豪
脔
或
は
富
豪
の.
名
に
系
屋
|五
郞
兵
衛
門
和
泉 

嵐
*

1.1

郞
袋
屋
の
助
次
郞
平
野
屋
德
左
衛
門
な
ど
あ
げ 

f

o

此
等
の
.
富
豪
の
名
»

勿
論
假
想
の
名

の

f

と

.
 

艴
名
漫
然
*

る
虛
僞
の
名
の
に
名
あ
ら
ぎ
る
べ
し
。
殊 

に
商
人
の
屋
號
な
ど
此
脒
代
に
出
來
杧6

と

せ

ば

®

業 

の
.發

達

の

一

端

を

窺

ふ

べ

く

、

殊

に

糸

屋

袋

屋

な

ど

は 

分
聲
の
進
步
を
知
る
を#

べ
し
。
此
等
の
商
人
に
町
人 

な
.，る
«;
*

を
附
し
あ
ゐ
•«

ど
よ
6

推
しV

、

幕
1

よ
6

將 

許
を
得
允
る
座
の
制
度
は
京
都
に
^
此
頃
行
は
れ
ぎ
る 

に
，至
6

。
其
住
所
？
所
々
に
散
在
せ6

。
其
中
和
衆
屋 

與
三
郞
の
如
き.は
中
京
第
一
の
金
持
な
れ
ど
名
其
ニ
女.
 

は
片
輪
な
6

け
れ
ば
東
京
に
1
HI
T

四
方
の
屋
敷
を
名
と
：
 

け
數
多
借
屋
を̂

て
黃
金
百
枚
を
其
娘
に
與
へか
き
け 

れ
^
京
中
の
人
々
金
に
眼
财
く
れ
我
嫁に
せ

ん

と

競
爭

.
b
te
-

6

な
ど
諷
刺
名
中

.々巧
み
な
6

一

『

令
の
世
は
錢
を 

父
と
し
錢
を
子
と
し
侍
る
故
に
ス
間
の
友
は
苽
く
な
^V 

侍
る
な
^

!

な
ど
*

者

1

I

f

f

1

^

6

0

®

 

繁
盛
せ
る
都
會
と
し
<■
は
京
嫌
倉
な
る
5:
.
半

面

ょ

ろ

叙 

し
允
ろ
此
滕
代
の
趨
#
を
敍
する
に
栽
原
^
將
に
言
を 

f

<

『

後
に
は
次
第
C

U

卑
し
き
者
天
下
観
家
を 

保
ち
也
日
ょ
シ
名
商
き
寒
は
愈
女
衰
へ
君
は
臣
下
の
ち
ろ 

を
と
み
親
を
殺
し
子
を
殺
し
上
下
の
別
ち
な
く
中
略
ょ 

ろ
づ
は
人
心
金
銀
に
極
てt

の
君
子
と
い
は
れ
し
日
本 

は

南

蠻

國

の

，
.
ご

と

く

1C

美
し
き
名
の
著̂

る
を
貴
み
不 

知
不
識
に
櫞
は̂

唯
明
<

名
*

て
名
利
欲
の
沙
汰
の‘
み 

u

て
；
一
生
を
暮
ら
し
侍
ら
ん
は
口
惜
し
き
次
第
な
6

』

'
. 

と
南
巒
國
と
は
南
，支
那
地
方‘̂1
指
せ
る
如
く
、
我
倭
寇 

の
南
洋
地
方
に
遠
征
を
試
む
石
名
の
多
き»

代
な
^

»
 

我
質
易
の
結
果
は
經
濟
上
に
影
響
を
及
ぼ
せ
る
大
な
6
 

•と
名
見
る
へ
ぺ
き
な
纟

。
：

»

の
圖
書
節
に
藏
せ
る
對
島 

宗
家
の
舊
記
柚
ハ
分
家
傅
に
よi 
?

M
il
l
r
慕
府
の
勒
怂
よ 

る
#
權
を
得
對
島
の
宗
家
と
尬
ん
で
明
土
質
易
せ
し
大

&

忠
の
.如
•
き

は

貴

易

に

よ

6
 y

#

tc

る
E

萬Q
'

富
に
よ 

• 

6

て
载
府
の
信
用
あ
っ
く
管
齡
を
名
凌
ぐ
勢
カ
あ
る
な 

ど
窮
乏
せ
る
藤
府
の
有
櫞

.?
:

の
べ
^

る
に
此
す
仆
ば

ノ
 

此
書
'の
記
載
ぢ
單
に
誇
張
せ
る
名
の
と
名
見
る
ベ
が
.ら

. 

梦
o

s

れ
ど
名
義
政
の
奥
書
名
頗
る
怪
し
き
名
の
な
れ 

ば
此
書
は
果
し
て
長
享
の
作
な
る
か
疑
な
き
に
あ
ら
^

今
靜
ぐ
侪
究
を
要
す
べ
き
名
の
な
れ
ど
室
代
殊
に

. 

義
政
以
後
の
社
會
の
狀
態
に
對
し
ズ
は
眞
を
穿
つ
名
の
.. 

あ

る

に

似

杧

6

。

人
國
記
«

此
滕
代
の
作
に
し
て
然
ぢ\. 

牝
條
滕
頼
の
作
な6

と
僞
稱
せ
6

>

1
義
政
の
名
を
於
る

. 

ぢ
恐
<:
:
-

は

同
1

办
手
段
に
し
て#

用
す
.べ
き
限
6

に

あ
. 

ら

梦

。
或
a

足
利
氏
末
期
の名

の

i

推

量

せ

ら

る

飾

な
. 

き

に

あ

ら

^

と

*

名

確

®

あ

る

に

あ

ら

す

o

'
菅

く

記

し

\

 

て
後
の
研
究
を
侍
っ.0
:

|

 

妙
法
寺
寺
記 

.

-

文
.正
元
年
/(

西

曆

千

四

百

六

士

ハ

年

)

よ
6

永

祿

四
. 

年

(

.千
五
百
六
十
一
年)

に

至

る

咬

で

*

«

代
の
.末
期 

卵
の
記
錄
な
ろ
。.我
國
の
記
錄
は
年
中
行
事

&

或

は

合

戰
‘

に
鼯
す
る
名
の
、
み
な
る
に
此
寺
記
は
經
濟
に
關
す
る 

記
事
の
大
部
分
を
占
め
长
る
點
に
於
て
最
名
重
喪
の
名 

の
な
6

。
物
價
の
高
低
及
金
融
の
狀
態
を
數
字
に

V

あ 

ら
过
せ
る
な
ど
頗
る.參
考
に
値
す
。
記
錄
の
性
質
は
日 

記
の
書
繼
と
も
云
ふ
'ベ
く
し
て
史
料
價
値
そ

一

等
に
準 

ず
べ
き
な
6

。
從
來
史
家
は
此
記
錄
を
以
て
名
高
含
川 

中
島
合
驥
に
つ
い<
唯
ー
の
'正
確
な
る̂
>
の
：と
し
世
俗
‘ 

1C
:

信

せ

ら

.

.
る
V

甲
陽
軍
鑑
：の
誤
謬
な
で
を
指
摘
す
る
籾 

料
i

せ
6

0

戦
爭
を
以
て
歷
史
と
心
得
る
幼
稚
な
る
我 

史
學
界
は
此
有
益
な
.る*

を
$

戰
爭
記
と
一
所
夂̂

々
‘ 

去
る
は
*

遺
慽
な
6

0

.

.
試

み

に

其

五

六

を

拔

萃

す

れ

ば 

文
明
五
癸
巳
串
州
大
飢
鑛
死
す
る
こ
と
無
限
米
百
三 

十
文
*

C

升)

集
^

十
S:

大

麥

六

十

文

：

，
， 

同
十
五
年
癸
卯
此$

貿
高
而
世
間
つ
ま
る
：i

無

限
疫
病
多
流
行
也'

.

P

德i

一
 

庚
戌
殊
の
外
大
飢
備•而
其
年
の
內
に
米
^
七 

十
七
*

大
豆
六
十
粟
は«

に
：な
し：

，

. 

.

明
應
元
亲
亥
大
飢
饉
無
申
計
寶
貿
な
し



m

雜

:

錄

同
ニ
癸
31
世
間
富
貴
す
裏
見
资
し 

永
IE
*:

甲
子
大
飢
饉
寶
貢
米
七
十
粟
，六
十
稗
五
十
文
. 

大
要
ハ
十
文
籾
六
十
文
パ■ 

. > 

永
芘
五
戊
辰
此
年
世
間
富
貴
言
語
に
つ
く
し
於
杧
し
.

.

1

隱
ニ
國
な
ら
岁
日
本
國
中
傲
a

貝
安
し 

水
芷
九
'壬#.
去
银
ょ̂

^
費

な

し

錢
e'
為
る
故
に
来
一 

八
十
'文
，小
麥
七
十
文
寶
也■'.
.
 

一
 

永

芷

十1

咿
戌
此
年f

安

し

米

一

一

升

:5

-,合
大
豆
五
一 

:
t黎
同
小
a

l
ニ
升
稗
八
升
寶
貿
自
在
を
作
ど
名 

永
班
十
癸
酉
當
年
は
世
間
富
貴
す
る
乙
と
言
語
不
及 

鐵u

多
く
為
る
間
寶
赏
殊
の
外
安
し 

永
茈
十
六
己
卯
日
本
阚
飢
《
し
て
諸

1|

及
餓
死
也
中. 

葉

百

文

粟

八

十

大

豆

七

十

籾

1

八

十

五

文

也

：

此
秋̂

作
吉
寳
買
四
升
大
豆
四
升
小
豆
三
升
惣
而
國

. 

中
當
貴
ず
る

大
永
3 5
1

乙
酉
寶
貢
ょ
け
れ
と名

錢
に
つ.

ま
；る
乙
と
無- 

限
_
享
祿1

.
1

己
®
此
年
春
は
實
質
安
し
殊
更
大
麥
小
麥
士
ロ

.

一
七
六

天
麥M

升

小

麥

ニ

升—盃
f

候 

此
冬
世
中
十
分
に
吉
去
共
坂
塞6

候
間
米
一
一
升
五
合 

大
原
に
て
は
一
二
升
檢
文
さ

'じ
.に
®

質
_
候
大
藍
五
升 

小
ー§:
1
升
五
合
稗
は
壹§!
:

眞
貝
代
一
向
無
御
座
候*
 

間

錢

揭

飢£-
#

候

拿
祿1

1
1

寅
_

此
年
.の
_
呔
寶
買
安
じ
米 
一

1
1

升
粟
六
升 

大
直
六
升
小
麥1

一
升
ニ
3S
.

■1

學
祿
：四
辛
卯
此
年
春
人
々
つ
甘
各
乙i

無

.限

舊

良

安 

米1

|

升
$

合
大
豆i

1

升
五
合
小
a

ニ
升
に
囂
M*
_
候

也
.
'

天
文
去
共
寶
賢
安
し
錢
飢.浪
.にV

御

座

候
. 

此
^

^

中

十

分

に

御

座

顧

を

.罾

候

而

三

ヶ

世
 

と
申
候
去
共
米2-
升
小
11

四
升
其
余
呔̂

*

何
4

各
. 

.
安

候

：
‘：
：

丨

：

:

,

夭
文
十.1

一
甲
辰
此
年IE
月
ょ
6

買
寶
安
し
米
酉
文
：に 

今
四
升
寶
賢_

候
其
外
物
の1
安
t

 

i

無
限 

.

天
文
十
七
戊
申
 

一
一«'
吉
世
；.間
富
貴
な
ゐ
乙
と
不
及
言 

.

語

實

言

米

五

升

粟

i

珥

大

.草

一

斗

大

麥一

坪

.

、天
文
ニ
十
四
乙
卯
此
年
錢
南
京
と
云
綫
出
來
候
而
代 

を
^

る

こ

と

^

限 

.

弘
治
ニ
丙
辰
此̂

f

Mj

切
安
し
乍
去
仳
間
つ
ヰ
る) 

こ
と
不
及
盲
魏
錢
飢
渴
に
<
御
座
候 

.

永
祿
四
辛
酉
年
正
月
ニa

大
雪
薪
に
つ
：
まる
 

こ
と
無
料
間
候
此
年
の
大
麥
寶
質
丑
月
七
升
也
同
小 

麥
四
升
十
文̂

し
®

候
也
。
 

一
 

以
上
拔
苹
し
杧
る
中
に
錢
を
渙
る
と
は
選
錢
の
翁
に

一
 

し
<

A

々
a

貨
の
A

を
選
擇
し
®

U

行

は

ふ

、
？

の

は

一 

.

惡
貨
の
'み

多

く

な

る

グ

レ

シ

.ヤ

ム
法
；の

行

は

れ

居

る

事

\ 

愦
ヶ-
指
.せ
6

0

世
間
ッ
マ
ル
と
は

^

^

氣
の
爾
な
i

o

錢

S 

®

飢
と
は
金
融
の
通
迫
を
意
味
す
る
於
如
し
。
世
間
富 

貴
は
ッ
マ
ル
に
對
し̂

氣
よ
き
事
を
示
せ6

0

米
價
騰 

、貴
の
如
き
？
當
肺
に
豐
年
不
作
な
ど
單
純
な
る
原
因
に

• 

よ
シ
.

y

之
を
決
す
る
能
は
卞
。
穀
物
の
收
雜
の
如
き
：平) 

年
の
三
の
分
よ6

な
き
に
其
價
平
作
の
胂
と
異
な
る
な 

き
名
不
思
_

の

威

ぁ

る

？
-̂*
米

赞

の

高

低

の

如

き

其
 

原
因
の
祓
雑
せ
る
者
わ6

。
：
選
錢
の.
事
亦
物
價
に
大
な.

る
影
奪
を
及
ぼ
し
鐵
飢
湛
な
る
變M

な
ど
次
に
述
ぶ
る 

北

條

五

代

記

_の

永

樂

通

質

と

惡

質

の

貨

幣

杧

る

鑼

錢

と 

の
關
係
と
を
合
せ
考
夯
る
所
は
頗
る
而
白
し
、
元
祿
滕 

代
の
惡
貨
鑄
造
の
如
食
はli
t

人
の
知
る
所
な
れ
ど
免
妙 

法

券

々

記

•以

後

幾

何

名

な

く

秀

吉

死

後

石

田

 
一
一

0

0

0
 

征
伐
以
後
の
財
政
を
整
现
せ
ん
と
し
惡
貨
を
傭
造
し
<
. 

幕
府
?

:)

の.
財
政
の
因
雛
を
救
餐
せ
ん
と
し
お
る
な
ど.
 

舊
宗
家
所
■

の
舳
谷
家
貴
に
見
え̂

6

.
。

骨

董

的

態

度
 

を
離
れ
て
我
幣
貨
史
硏
究
の
學
者
に
は
江
戸
赌
代

U

の
. 

み
熱
注
し
<

其
以
前
：に
粗
な.ら
3'
'

ら
ん
事
を
!1

む
。

化
條
五
代
記

此
書
は
®

^

見

聞

集

：の

作

煮

ニ

®

道
心
の
作
な6

と 

稱
せ
ら
る
室
町
末
期
よ
6

戰
國
塒
代U

沪
け
て
の
記
錄 

f

o

，後
北
際
五
代
の
治
亂
興
d

詳
記
せ
る
夂
の
な 

れ
ど
政
治
經
濟
風
俗
に
百
^

<

諸
種
の
方
面
を
細
羅
せ 

る
點
に
於
て
出
色
の
名
の
な
6

。
史
料
と
し
て'は
三
等
，
 

位
の
名
.の
な
ら
ひ
名
社
會
の
■狀
態
と
經
濟
を
敍
す
る
に 

當
6

V
tt

著
.者
の
比
較
的;E
確

な

る

見

聞

に

よ

^

る

ぢ



終

17
8

:
の
に
し
 

<
 
物
語
.の
假
空
的
事
實
多
き
に:&
じ
此
等
の
事. 

實
は
殊
M

誇
張
の
目
的
な
きb

以 
<
 
信
を
如
く
に
足
る 

名
の
多
し
:0
. 

. 

. 

. 

ノ 

第1
1

卷
五
關
JK

永
樂
餞
す
女
る
事
の'1

條

は

颇

る

興| 

^

f

y

從
來
史
家
に
ょ6

<

鋦
藤
S

4

f̂
c

る

歷

史

の| 

總
て
於
室
町
肺
代
に
明
と
の
贸
具
に
上.シ
て
我
國
に
永I 

染
錢
の
輸
入
せ
ら
れ̂

み
記
事
を
揭
げ
室
町
藤
府
は.則

j 

政
の
窮
2

を
*

は
む
が
爲
め
に
明

i

貿
易
を
開
き̂

6
 

| 

と
の
說
に
何
人
名
疑
を
狄
ま̂

と
«

名
果
し
<
輸

入

せ
ノ 

ら
れ
^

る
犯
货
は
我
經
酶
界
に
如
何
な
る
影
響
を
及
し

\ 

^

る
か
は
，最
％
重
耍
の
問
題̂
6

。
此
問
題
を
解
诀
せ| 

梦
に
贸
易
の
事
實
の’
み
を
記
す
る
は
甚
物
足
ら
ぬ
戚
ぁ

\

K

_

I 1

_

I I

一

—

の
年
代
爻
で
ニ1 ?

九

年

を

經

^
~
^
と

し

關

東

に

て

永

樂

一
 

.

錢
と
鈪
錢
と
同
價
な

6

し
於
選
鑛
と
てa

質

の

，
貨

幣

則
 

永
樂
錢
の
み
を
好
み
と

6

グ
レ
シ
ヤ
ん
法
の
烈
し
く
實 

a

r

u

れ
<
止
ま
る
所
な
き
故
に
北
條
瓜
康
は
此
爾
潘
に ^

寒
賀
喷
を
附
し
杧
る
に
、
他
國
に
て
は
關
東
と
咏
合 

を

異

に

ず

る

よ

り

永

樂

_

は

襲

に

の

i

f

 

6
鑣

錢 

は
上
，
.方

に

上6

行

は

れ

居

セ
6

し
^

璧

滕

代

に

'
天

下
 

統
1

の
結
果
货
幣
の
割
合
名
ニ
定
す
る
.忆
困
雛
な
る
事 

情
上
6

鬓

+

$

に
永
樂
M

寶
の
通
用
を
禁
b

m
le 

此
货
«*
«

地
金
.と
しV

鑛
物
師
の
乎
に
落
つ
る4

セ
記 

し
^

る
著
#

の
：
貨

幣

論

は

今

よ

6

1〗

一
西
平
以
前
0

?
の 

と
し
て
は
颜
る
要
を
得̂

る
名
の
あ
ム
'。

K

U

慶
^

S

の
漁
業
の
進
步
を
のベ

地
獄
綱
と
て
地 

曳
綱
よ
6

冬
進
步
し
杧
る
綱
を
用
ゐ
»
中
に
直
ち
に
傲 

を
.艰
-
0
入
る
、.
«
妙
.
«
.る
名
0
.
1敌
忽
ち
に
し
<
關
束
の 

魚
見
は
十
分
の
九
を
減
ヒ
杧
る
ょ6

江

芦€

鰹

需

用

多

く

^
矣

 

0

0

1

^

t
t
一
 1

1

浦一
u

崎

は

外

阈*

の
贸
易
に
來
h

其
^

數
の
千
®
 

.■な
6

と
其
盛
な
.る
.有
#

を
^

ベ
戰
國
贿
代
の̂

M

卷
I

: 

fc

る
小
田
原
を
記
し(

卷
十) 

扨

叉

秘

原

太

明

神

の

営

の

ま

へ

^

^

十

町

ほ

ど

は

毎 

.

3

市

立

：に

七

座
.の
娜
を
が
枚
'
へ.
與
カ
ず
る
物
|

务

17!)

6

ラ
/
ノ
と<

白
の
寶
物
.に
千
の
賈
物
有<
群
^

^
 

(

中
略〕

■

:

町
人
は
.

屋
を
.

£
け
諸
國
の
m

々
®

々
の
名
物
を
持
ノ

'

來
て
奮
見
市
を
な
す
或
は
見1«
:

棚
を
か
ま
へ
潘
土
高|

麗
の
珍
物
京
堺
の
絹
布
を
ラ
る
名
あ6

或

は

五

穀

監.ノ

肴

干

物

を

つ

み

が

さ

ね

&

命
わ
つ
&
ね
を
き
何
に
て
一

名
寶
賈
せ
ず
t
j S

ふ
事
沈
し
京
田
舍
の
遊
女
は
小
屋

|

を
か
け
を
き
色
め
き
あ
へ
*
^
。

 

\ 

«

•

•

•

•

，
 

，
 

へ

.
V
鹿
苑
蔭
i

f
 

Q
潋
i

f

ん
で
足
f

代

の

代

表

的| 

日
記
な
6

0

'
箸
者
は
觸
醐
寺
に
住
せ
；し
僧
侶
に
し
<
莖 

町
幕
府
の
.政
事
上
の
顧
問
と
し
て
屢
々
&
治
上
の
意
見 

を
の
べ
<

採
用
せ
&

4

杧
る
そ
の
少
な

S

ら
ず
。
室
ti
l

l\ 

赌
代
の
政
治
の
顧
問
は
鎌
倉
脖
代
の
顧
問
は
眾
方
の
學 

者
大
江
t

冗

三

重

信

な6
.
し

如

く*

僧

は

之.
れ
.に
#

\ 

れ
6

0

.
而

し
<

此

等

の

^

^

め

中

に

拟

慕

府

に

特

别

の 

關
係
あ
6

V

其
#

力
三
管
領
に
上
る
名
のf

o

M
 

の
如
き
名
®

1
:

人
に
しV

其
m

g
tc

る
政
治
の
準
常
局

雜 

錄

者
の
；名
の
と
見
る
ベ
く
し
て
經
濟
に
關
す
る
事
項
名
#
 

多
し
。
前
々
號
本
誌
に
の.：せ
允
^

®

文
に
引
用
せ
■る
は 

1

部
に
過
ぎ
次

6

し
を
以

v

乙
、
に
殆
金
部
を
あ
ぐ 

る
事
と
せ
ゲ
。
此
書
近
®
佛
書
刊
行
會
發
行
書
目
に
あ 

6

0

‘發
刊
近
注
に
あ
ら
ん0,
. 

永

裏】

率

七

月

八

旦

千

四1

ニ
十
ー
年)

.

洛
中
米
商
、

g

事
近
.日
以
外
任
.1

商
人
等
致
其
沙
汰 

間

被

镫

御

法

。

古

米

六

升

新

米

.八

升

可

寶

之

由

被

出 

.

了
。
仍
社
々
に
立
札
間
其
日.1

H

は

如

御

#

^

了 

.©
•I

日
商
人
悉
北
商
風
、
自
ロ
に
入
洛
商
米
追
歸
了 

^

籍
以
外
問
御
礼
明.の
爲
米
商
人
可
召2
^
~
2:被
仆
付 

侍
所
了
。：

商
人
等
_

t

p
fc

米
退
關
儀
曾
不
袼
知
云 

云
仍
於
亭
子
講
起
誚
か
被
取
了
。
大
略
は
手
共
靖 

云
々
米
商
人
之
首
領
四
人
歟
候9

各
其
茈
因
を
.可
1« 

置
由
被
仰
付
處
所
司
代
强
以#■
沙
汰
多
。
何
様
無
沙 

汰
題
目
及
四̂

ヶ
條
嚴
密
fc

可
被
仰
去
々
。
®
細
令 

存
知
由
_

了
。
其
後
參
御
所
仰
1,
“
米
寶
賀
事
爲
休 

諸
人
歎
隨
分
繁
汰
所
司
代
^

<

觀

气

奸

曲

• 

.】

七
九



_雜

V

錄

：
'

80
.

•:

以

前

以

奉

行

-
&
了

 

o

w

i

司

代

堅

可

致

切

諫
9

:
以

米
.價
問
題
U

S

府
於
平
涉
し
法
令̂

以
て
«

制
^

に 

之

を

規

定
.̂
'

履
行
せ
し
め
ん
と;1
>

^

る
ば
此
#

代

に

幾

I 

间
劣
繰
返
さ
.̂•

て
悉
く
央
敗
に
終

^

允
み
。
之
を
東
寺
一 

執
行
日
記
ぬ
元
德
元
年(

千

三

百

：ニ

十

九

年

)

則

凡

百

一 

部
前
の
宣
旨
开1

斗
に
比
す
れ
ば
新
古
米
の
平
均
七
升

\ 

故
に
三
升
分
だ
け
の
騰
貴
な6

。
元
徳
の
法
令
は
凡
五I 

十
前
¥

の
弘
安
年
陬
の
米
價
を
標
準
ど
じ
て
そ
の
.
.ま
、 

之
を
通
用
せ
ん
と
し
杧
る
名
物.價
騰
貴
の
.趨
勢
は
到
底
一 

避
く
べ
か
ら
岁
以
後
百
年
に
四
割
の
騰
貴
し
杧
る
値
段

\ 

を
以V

猶
當
婶
の
商
人.に
别
き
<

ロ
は
§'
'

6

し

と

見

え

杧\ 

6

0

.

.

弘
，安
の
役
戰
後
の
經
營
は
北
條
氏
を
倒
し
''f
c

る
原 

M

i;

す
か
；

5P

の
多
き
：'

g

物
價
w

ff
i

の
割
合
ょ
6

或

は

其
ノ
 

他
經
雜
上
办
.變
調
な
ど
ょ
-O

之

を

觀

測

せ

ば

史

家

，の

想

一，
 

像
，f

科
學
的
に
之
を
證
明
す
る
^
或
は
之
を
論
破
せ 

ば
&

學
と
經
濟
學
と
相
俟
フ
て:a
に
其
缺
點
を
補
ふ
を 

得
べ
し
0

/
• 

, 

•
’

■'
:
■-■

.

'
 

■

1

x

0

翁
享
五
年
:2
£

月
*
^
?
.

(

fr
*

B

百
ニ
一 
十
三
即)

■'
_

城

杂

赛
.

關
如
元
御
兔
泛
由
今
0

到
*

V

:

 

此
關
所
停
北
事
去
年
三
月
御
參
宮
當
滕
佐
々
木
：火
勝 

.

大
夫
路
次
御
：

〗

獻
_

沙

舔

邋

御

以

後

罷

上

處

。
：於 

被
關
所
航«

事
出
來
。
：其
作#1
は
佐
々
木
息
少
«
於 

_

關
所
鷄
於
所!1
關

守

共

惜

ミ

不

出

。

剩

及

吸

々

.爵

 

佐

.々

木
丙
莕
共
驅
來
當
座
之
儀
無
爲
沄
々
六
里
ニ
：

 

ロ 

、
输

渡

關

银

國

ヶ

議

コ

：被
仰
付

•
云
々
、。

•

f

の
關
所
は
恐
く

 

_

坂
0

關
所
な
ら0

。
園
«
每 

の
升
米
に
對
匕
て
關
所
稅
を
將
別
に
兔
除
の
_

に
ふ
ら 

J々

^

/ p

。
，
關

所

守
--
t

'i
s

:

江
國
に
鎌
倉
以
來
最
名
練
深
き 

佐

.々

木
氏
と.

の
|1
1

1 ¥

は
則̂

當̂
.

.

の
'

關
^

の̂>
- z
>

名
.
の
，
 

は
武
力t

以
:<:

之
：を
嚴
篥に
守

-

^

杧
6

と
推
測\ 1

-
ら
れ 

次
る
t o

名
^

ら
ず

0

.:大
名
の
勢
力
を
得
る
に
及
む
で
漸 

く
關
所
の
事
に
午
渉
せ

.■

ん
i

-#
る

な

ど

細

川

政

の

兵

庫
 

港
に
於

.^
る
我
謙
と.

比
較
，せt f

t
 

V

に
名
大
名
が
關
Ji
)- 

税
へl w

性
B

1 '

る
p

t t

あ
な
と
見-:
^

ベ
し
。
六
月
三
四 

の
條
は.

全
國
の
港°

河
渡
及
關
所
に
對L

籮
府
汰

6

! 1

々
の
守
謹
に
侖
分
す
る
听
あ6

し
名
の
に
しV

其
W

容 

.

不
明
な
れ
ど
名
守
饑
と
關
係
漸
く
深
き名
の

あ

ん

と

推 

量
す
る
を̂

べ
し
。
 

一
 

.

.

.應
永
三
十
四
年
に
は
七
月
八
月
九
月
の
條
に、

\ 

の
^

^

P

つ
き
畑
の
鄕
民
と̂

取
の
庄
民
と
大
衢
突
あ.|

.
6

0

爭
の
烺
因
は
薪
炭
の
商
質
區
域
に
關
す
る
名
の
に
一 

1

<

此
爾
所
の
人
民
は
共
に
蕲
炭
商1

を
業
と
す
る
所 

,

和
な
6

。
畑
鄕
人
は
H

吉
神
社
の
神
人̂
 

る
故
を
以
-<
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